
親会社 2 社、立会人に

青 森 県 が 安 全 協 定 案 を 提 示 し た 票 議 へ の

説 明 会 。撤 出 を 巡 り協 定 と は 別 の "担 保 “
も 今 後 の 焦 点 だ = 27日 、 県 庁

【安金確保 ・環現保金 】関係法令 と協 定 を順守 し、住 民の 蜜全 ¢¢

保 ととも に環 境保 全 を 図 るため 万 全の 措 • を講 じる (第 1条)

【寧新 知見 の反映 】施 整の安 全確 保 に関す 街最新の知 見 を踏 ま え

た上 で. 安 全性 向上 に継続的 に取 り組 む ( 第 2 条 )

【情報 公 間 • 價頼碓 保 1 住民に積極的に情報公開し、透明性確保に勢

める。住民との相互理解の形成を図り、信頼圈保確保に努める (第3 条)

【貯双 期 間 】貯蔵建屋 の使用期間は供用関 始の日がら50年間 。貯蔵

容器 (キ ャスク) の貯蔵期間は帳入 した日から50年間 (第 4 条)

[” 了解 ¦ 施設 を増 設、変更 または! &止 する時は事 前 に青森 県

とむつ市の 了解 を得 な けれ ばな らない (第 5 条 )

【立 ち入 り・査 】協定を如 に実施するため源 があると認める時は協県

の上、青森県とむつ市曜 員を立ち入らせてS1査させることができゐ (1514条)

【風FR®害 への播 ・】 貯蔵等 に起 因す る風 拝で経済的 損失 を与 え

た時¦み 補 城等万 全の措 置 を講 じる (第 !7条)

̶ t 5/28 デ ー リー 東 お・

5/29 東 奥 日報 5/29 デ ー リー 東 北

5/30 •東 奥 日報 5/30 デ ー リー 東 北 5/30 朝 日新 聞

搬出、さらなる、、担保、献

5/29 東 奥 日報
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。
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燃
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燃
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搬
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す
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懲
制

R
F

S
は

*b
業

開
始

を
rう

年
7

～
9

月
』

と
し

,
塾

度
か

ら
の

3
拿

問
で

、 
使

用
済

み
置

W
を

入
れ

る
専

用
β

器
«キ

ャ
ス

ク
)

ft
8

M
を

№
入

す
る

酎

M
TM

入
さ

れ
た

使
用

済
み

慎

六
ヶ

所
村

の
m

s
ffi

設
で

S
a

し
、

再
び

核

燃
料

と
し

て
使

う
【核

ffi
將

ザ
イ

ク
ル

」
を

回
辛

定
だ

が
、

再
・

-L場
U

完
成

時

期
が

削
回

も
«

期
さ

れ
、

林

•
の

メ
ド

が
立

た
な

い
,

こ

の
た

め
「国

家
£

>
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
進

め
T

a
た

が
、

も
ほ

や
事

«
と

し
て

成

R
っ

て
い

な
い

」
0

¢
の

中
間

貯
¦a

廉
»

は
い

ら
な

い

!
下

北
の

会
の

栗
謄

伸
天

事

鶴
¦¦

)
と

の
批

判
が

№
え

な
い

・

使
用

済
み

核
燃

料
の

保
«

徴
を

M
長

50
年

№3
と

す
る

m
県

と
〇

つ
市

が
2

0
0

5
^

に
H

F
S

と
結

ん

だ
「

立
地

協
定

一
に

も
あ

e
* 

S
安

金
tB

定
に

も
改

め
て

盛
り

込
C

こ
と

で
、

拘

束
力

を
強

く
す

る
狙

い
が

あ

魚

整
定

で
、

r
蔵

ffl
間

に
つ

い
て

「春
好

を
建

S
に

¦«
入

し
た

日
か

ら
50

母
間

,
と

明

「永
久

貯
蔵

の
恐

れ
」

む
つ

で
核

燃
搬

入
反

対
集

会

7
～

9
月

の
事

業
開

始
が

見

込
ま

れ
る

リ
サ

イ
ク

ル
燃

料
貯

蔵
(R

F
S

)
の

使
用

済
み

核

燃
料

中
間

餐
施

設
(青

森
県

む
つ

市
)

を
巡

り
、

饗
搬

入

に
反

対
す

る
市

民
ら

が
19

日
、

青
森

県
む

つ
市

で
集

会
を

開

き
、

属
外

か
ら

1
〇

〇
人

が

豊
し

た
。

事
業

に
反

対
す

る
市

民
団

体

で
つ

く
る

現
地

実
行

委
員

会
が

主
催

,
実

行
委

の
栗

橋
伸

夫
事

務
局

長
は

、
日

本
履

の
使

用

済
み

養
料

再
処

理
工

場
(同

県
六

ケ
爵

)
が

完
工

延
期

を

繰
り

返
し

て
い

る
轟

に
触

れ

「警
先

の
あ

て
が

な
い

ま
ま

使
用

済
み

,
料

の
搬

入
が

始

ま
れ

ば
、

中
間

貯
蔵

で
は

な
く

永
久

黑
に

な
っ

て
し

ま
う

」

と
指

摘
。

「少
額

の
慎

税
収

入
と

引
き

饗
え

に
地

域
を

売
り

渡
す

こ
と

は
で

き
な

い
」

と
訴

え
た

。

R
F

S
は

東
京

電
力

と
日

本

原
子

力
発

電
が

中
畳

し
て

設
立

し
た

管
理

運
営

会
社

。
中

間
貯

蔵
施

設
は

原
義

地
外

で
使

用

済
み

核
燃

料
を

一
時

皆
す

る

全
国

唯
一

の
施

設
で

、
東

京
電

と
日

本
原

舌
発

電
の

原
発

か

ら
出

た
使

用
済

み
を

再

処
理

工
場

に
搬

入
す

る
ま

で
の

「仮
置

き
場

」
に

位
置

付
け

ら

れ
る

B

f済
み

β
¢

皆

記
一

貯
破

の
終

了
ま

で
に

愉
«

セ
ン

タ
ー

か
ら

雷
す

る
』

と
定

め
た

•
た

だ
し

県

外
へ

の
»

出
に

は
R

及
か

な

東
泉

α
力

®
¢

免
ー !

郭
故

で
は

!¢(
テ

案
界

や
国

な
ど

に
は

び
こ

る
「安

魯

話
、

が
批

'ffi
さ

れ
た

•
!

で
、

R
F

S
は

「
原

子
力

施

設
の

安
全

の
確

保
に

関
す

6
»

新
の

知
晃

を
!β

ま
え

た
上

で
、

安
全

怪
%

上
に

胃

的
に

取
り

組
む

」
と

し
、

住

民
へ

の
B

S
S

S

や
透

明
性

の
確

保
に

努
め

る

と
し

た
・

ま
た

、
県

と
む

つ
市

に
立

ち
入

り
・

A
M

を
&

め
た

上
・

住
民

の
安

全
S

S

«
な

全
に

必
あ

る
と

K
め

る
時

は
、

の
受

け
入

れ
や

!S
X

C

ff
の

実
M

な
ど

を
R

F
5

に

求
め

-6
も

の
と

し
た

•
R

F
S

は
求

め
に

応
じ

る
と

と
も

に
、

・
じ

た
!¦・

!に
つ

い
て

文
書

で
・

告
す

る
こ

と
際

定

め
た

・

東
胃

島
第

一
原

矜
♦

故

で
A

剤
な

»
嘉

出
た

M
%

対
策

で
は

、
R

F
S

は
胃

!£
み

i
H

の
r?

M
に

,

す
る

<
評

で
鼻

水
産

物
な

ど
に

経
®

£
m

失
を

与
尤

た

場
合

・ 
rM

償
等

万
全

の
M

K
を

a
じ

る
」

と
し

た
■

JE
奏

一
郎

Sr
事

は
県

采

会
へ

の
規

明
に

先
立

ち
、

『安
の

締
結

に
つ

い

て
、

(•
設

の
)

£
S

体
で

あ
€

U
つ

布
艮

の
意

岡
も

»
認

し
、

安
e

確
保

を

0
»

先
に

tt
含

判
断

し
て

い
く

』
と

発
T

T
 7

月
に

県

内
6

市
で

行
う

住
民

義
明

会
も

経
て

、
受

け
入

れ
に

つ

い
て

最
料

判
断

す
る

方
針

だ
・

G
k

£
£

¢
;

)

使
用

?A
み

核
燃

料

む
つ

搬
人

「反
対

」

地
元

団
体

な
ど

集
会

む
つ

市
の

使
用

済
み

核
燃

料

中
間

貯
離

設
へ

の
同

燃
料

搬

入
に

反
対

す
る

現
地

集
会

が
19

日
、

同
市

の
む

つ
き

ま
い

館

で
開

か
れ

た
6

参
加

者
は

ー使

用
済

み
核

燃
料

の
爵

先
は

な

い
「

一
度

搬
入

さ
れ

れ
ば

永

久
貯

蔵
に

な
る

こ
と

は
必

至
」

と
し

、
施

設
稼

働
は

認
め

ら
れ

な
い

な
ど

と
主

張
。

用
を

デ
モ

行
進

し
、

撤
入

阻
止

を
市

民
に

呼
び

か
け

た
。

地
元

2
団

体
で

つ
く

る
実

行

委
員

会
が

主
催

し
た

現
地

集
会

は
、

県
内

の
反

核
燃

団
体

、
使

用
済

み
核

燃
料

の
番

元
・

東

京
電

力
柏

崎
XI¦

羽
原

発
が

あ
る

集
会

後
、

「中
間

貯
蔵

は
最

終
餐

」
な

ど
と

叫
び

な
が

ら
デ

モ
行

進
す

る
第

者

新
賣

柏
崎

市
と

刈
羽

村
の

住

民
団

体
、

立
憲

民
主

、
共

産
、

社
民

各
党

の
関

係
者

ら
約

1
〇

O
A

i
-

実
一其

の
中

嶋

寿
饗

a
長

は
「子

ど
も

た
ち

が
安

全
に

暮
ら

せ
る

未
来

の
た

め
今

す
ぐ

(搬
入

を
)

ス
ト

ッ

プ
す

べ
き

だ
」

と
強

調
し

た
。

1
B

で
は

、
県

、
市

、

施
設

を
運

営
す

る
リ

サ
イ

ク
ル

燃
料

貯
蔵

(R
F

S
)

が
結

ぶ

安
全

協
定

に
、

50
年

間
保

管
し

た
後

の
搬

出
先

や
、

政
府

が
核

燃
サ

イ
ク

ル
政

策
を

断
念

し
た

時
点

で
燃

料
を

直
ち

に
撤

収
さ

せ
る

と
明

文
化

す
る

よ
う

求
め

た
” 

(熊
谷

慎
吉

)



知 事 が 協 定 締 結 を 判 断

最 終 検 査

事 業 開 始

7～9月 核 燃 料 入 りキ ャス ク ］基 を
拍 崎 刈 羽 原 発 か ら搬 入

むつ中間貯蔵施設
事業開始までの流れ

吏 曲 安全協定案を県議会に説明
▼

県 内全 市町村 長へ の意 見聴 取

原子力政策懇話会への意見聴取
▼

県 民 説 明 会 ( 県 内 6市 ) 開 始7月上旬

5/17 東 奥 日報 5/17 デ ー リー 東 北

5/18 東 奥 日報 5/18 デ ー リー 東 朽

5/20 デ ー リー 東 北 5/20 朝 日新 聞

具
体

的
な

開
催

日
時

は
「で

き

れ
ば

1
カ

月
前

に
は

お
知

ら
せ

し
た

い
」

(宮
下

知
事

)
と

い

2
む

つ
市

と
し

て
は

、
市

内

の
複

数
箇

所
で

の
開

催
な

ど
を

県
と

検
討

、
調

整
す

る
考

え
"

一
連

の
説

明
会

は
7

月
中

に

は
終

え
る

見
通

し
協

定
締

結

策
粮

話
会

、
県

内
40

市
町

村
長

か
ら

ら
意

見
を

聞
く

。

県
民

説
明

会
は

む
つ

、青
森

、

弘
前

、
八

戸
、

五
所

陽
、

十

和
田

の
6

市
で

開
く

 •県
や

国
、

巾
間

貯
蔵

璽
を

担
う

り
サ

イ

ク
ル

燃
料

貯
蔵

R
F

S
J

が

説
明

に
当

た
る

。自
由

第
で

、

・ 
県

の
対

応
分

事
業

開
始

が
7

～
9

月
と

見

込
ま

れ
窟

用
済

み
毒

料
中

間
貯

載
施

設
(む

つ
市

一
を

巡

リ
、宮

I
ホ

ー
郎

知
事

は
16

日
、

県
と

市
、

弟
業

者
で

結
ぶ

安
全

・
の

県
民

向
け

説
明

会
を

7

月
上

旬
か

ら
順

次
開

催
す

名

針
を

示
し

た
。

む
つ

な
ど

県
内

6
市

で
開

く
予

定
口

宮
下

知
車

は
革

締
結

に
つ

い
て

、
説

明

会
や

議
会

で
の

議
論

な
ど

を
経

た
7

月
以

降
に

「総
合

判
断

す

る
」

と
述

べ
た

”

県
は

16
日

、
安

全
磨

に
関

す
奮

員
説

明
会

の
S

!
を

県

議
会

に
申

し
入

れ
た

。
5

月
中

に
も

説
明

し
た

い
考

え
,

6
月

に
は

、
黑

の
団

体
代

表
や

有

識
者

ら
で

組
纖

す
る

原
あ

政

!安全璽
7月置

謂
会

E
-

つむ
知

事
、意

見
踏

ま
え

締
結

判
断

中
間

貯
蔵

施
設

の
安

全
協

定
巡

り
制

む
つ

市
4

力
所

で
説

明
会

林
む

つ
市

の
駕

済
み

,
料

中
設

を
養

す
る

リ

サ
イ

ク
ル

^
a

g(R
F

S
)

と
の

安
壽

定
を

巡
り

、
山

本

知
黑

辱
甘

市
主

催
の

市
民

説
明

会
を

旧
町

村
の

川

内
、

大
旭

A蒼
を

示
し

た
。

雷
心

部

で
霊

さ
れ

る
¢

M
S

会
と

合
わ

せ
、

3
m4

力
冬

市

民
か

ら
意

見
を

聞
き

、
豊

に

反
映

す
念

え
。

R
F

S
が

7
～

9
月

を
耳

標

字
る

!β
襲

は
、

碧
市

と
の

安
龍

と

な
る

"
県

が
®

に
向

け

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

16
民

公

雲
た

こ
と

審
け

、
市

の
対

応
を

説
明

し
た

。

冨
蘭

会
の

晶
や

内
容

翼
中

。
い

ず
れ

も
は

§
ず

、

会
と

0
^

7
月

中

S
S

¢
を

見
込

む
。

m
sn

に
対

し
て

は
、

5
月

末
か

ら
6

月
頭

に
、

安
全

麗

に
関

す
行

い
た

い
と

し
、

S
S

M
S

l
^

し
入

れ
た

こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

尊
の

最
終

段
階

で
な

さ
れ

る
、

立
地

®
S体

へ
の

®
FnJ

確

蔭
つ

い
て

は
、

会
で

の
意

見
を

総
<ー!!£

に
蔓

し
、

山
希

希
宮

下

宗
一

郎
知

事
に

対
し

、
寓

意

見
を

一¢
^

る
と

し
た

。

山
書

長
は

す
る

7
～

9
月

に
こ

だ
わ

る
こ

云
く

、
し

っ
か

り
議

論
を

重

ね
て

い
き

た
い

」
京

べ
た

。

(β
¢

)

旧
3

町
村

で
住

民
説

明
会

市
主

催
、7

CT
上

旬
め

ど

7
～

9
月

に
璽

個
始

が
郭

込
ま

れ
て

い
!¢

¢
®

済
み

朦

料
中

間
貯

虚
設

(む
つ

市
)

を
巡

り
、

山
本

知
也

市
長

は
17

日
、

同
案

畑
、

川
内

、
脇

野

沢
の

旧
町

村
3

地
区

で
安

全
協

定
に

関
す

金
民

説
明

会
を

行

う
希

を
発

表
し

た
開

催
時

期
は

7
月

上
旬

を
め

ど
と

し
、

市
が

主
催

す
る

旧
む

つ
市

で

は
、

県
と

市
が

共
催

で
県

民
説

豊
を

開
\A

宮
下

宗
一

郎
知

事
は

16
日

、

県
民

説
明

会
を

同
市

な
ど

県
内

6
市

で
7

月
上

旬
か

ら
順

次
開

催
す

勇
針

を
示

し
て

い
た

。

山
本

市
長

は
17

日
の

取
材

に

’多
く

の
意

見
を

反
映

す
る

た

め
、

旧
町

村
で

も
説

明
会

を
開

く
こ

と
と

し
た

一
と

説
明

中

間
言

施
設

を
運

営
す

る
リ

サ

イ
ク

ル
燃

料
卷

(R
F

S
J

と
市

が
説

明
に

当
た

り
、

国
と

県
の

出
席

は
調

整
中

と
い

う

ま
た

、
市

は
同

日
、

富
岡

幸

夫
¢

0
議

長
に

対
し

、
「使

用
済

燃
料

中
間

饗
施

設
に

関

す
る

0
I検

£
¢

架
員

会
」

を
今

月
末

か
ら

6
月

初
め

に
㈱

催
す

る
よ

う
申

し
入

れ
た

R
F

S
希

が
、

W
K

容
や

安

全
磨

案
を

説
明

す
る

予
定

県
民

•
市

民
説

明
会

と
特

別

委
を

踏
ま

え
、

安
全

協
定

締
結

に
関

す
る

市
の

意
見

を
ま

と

め
、

宮
下

知
事

に
伝

え
る

山

本
市

長
は

ー s
'

市
民

と
し

っ
か

り
議

論
し

て
い

き
た

い
」

と
述

べ
た

(山
内

は
倉

)

中
間

貯
蔵

施
設

巡
り

共
産

ド
北

地
区

委
が

む
つ

巾
に

中
し

入
れ

原
子

力
政

策
見

解
な

ど
問

う

リ
サ

イ
ク

ル
題

疊
(R

F
S

)
が

7
～

9
月

の
事

業
開

始
を

む
つ

市
の

鳶

済
み

機
料

中
設

を

巡
り

、
共

産
党

下
北

地
区

着
ー

会
(工

藤
學

地
区

§
貝

8
は

14
日

、
市

に
対

し
、

原
舌

政
策

へ
の

見
解

や
使

用
済

み
核

皆
の

搬
入

に
当

た
り

、
!

豊
の

必
要

夏
ど

を
問

畜

し
入

れ
を

行
っ

た
。

申
し

入
れ

A
S

V
I

¥
島

婆
壽

ま
え

、
H

の
際

の
m

a
可

能
か

▽
搬

入
に

当
た

っ
て

普
奮

¦?を
行

う

考
在

▽
ム罹

の
&

が
不

透
明

で
灸

醬
に

な
り

か
ね

な
M

萱
考

え
る

か
¦

な
ど

9
点

。
2

週
間

後
ま

で
の

回
答

を
求

め
て

い
る

る

工
藤

地
区

S
豊

ら
が

襄

所
謂

れ
、

霊
務

耕
笛

勝
尊

瞥
雷

に
申

し
入

れ

書
を

提
出

。
櫛

部
孝

¢
S

M

晶
丁

寧
な

w
m

会
の

実

施
を

求
め

た
の

に
対

し
、

危
馨

理
監

は
「禹

で
は

旧

区
も

含
め

、H
催

し
た

い
と

考
え

て
い

る
」

と

述
べ

た
。 

(佐
幕

)

使
用

済
み

核
燃

料
中

間
貯

蔵

靄
を

巡
り

' 
申

し
入

れ
を

行
う

共
産

党
の

工
藤

祥
子

地

区
委

員
長

(墨
)

ら

H
H

且
む

つ
唐

所

R
F

S
と

協
定

「7
月

判
断

」

知
事

、む
つ

中
間

貯
蔵

施
設

巡
り

原
発

か
ら

出
る

使
用

済
み

核
燃

料
を

保
管

す
る

む
つ

市

の
中

間
貯

蔵
施

設
を

め
ぐ

り
、

宮
下

宗
一

郎
知

事
は

16
日

、
施

設
を

運
営

す
る

「リ

サ
イ

ク
ル

燃
料

貯
蔵

」
(R

F
S

)
と

の
安

全
協

定
に

つ

い
て

、
7

月
に

も
締

結
す

る

か
ど

う
か

最
終

判
断

す
る

と

明
ら

か
に

し
た

。

協
定

案
は

安
全

性
の

確
保

や
情

報
公

開
の

あ
り

方
な

ど

に
つ

い
て

定
め

る
予

定
で

ゝ

県
が

案
の

内
容

、
R

F
S

が

事
業

内
容

に
つ

い
て

県
議

会

に
5

月
中

に
も

説
明

す
る

。

そ
の

後
、

県
内

全
市

町
村

長

へ
の

意
見

聴
取

な
ど

を
経

て
、

県
が

7
月

上
旬

か
ら

む

つ
市

や
青

森
市

、
弘

前
市

、

八
戸

市
な

ど
県

内
6

カ
所

で

国
と

R
F

S
も

参
加

す
る

説

明
会

を
開

く
。

宮
下

知
事

は
、

市
町

村
長

や
県

民
か

ら
の

意
見

を
受

け

で
締

結
可

否
を

判
断

す
る

。

宮
下

知
事

は
報

道
陣

に
「操

業
開

始
時

期
あ

り
き

で
協

定

を
結

ぶ
わ

け
で

は
な

い
。

安

全
が

す
べ

て
。

丁
寧

に
一

つ

ず
つ

の
段

取
り

を
進

め
て

い

く
」

と
述

べ
た

P
中

簡
貯

蔵
施

設
で

は
5

千

ト
ン規

模
の

使
用

済
み

核
燃

料

を
、

最
長

50
年

問
保

管
す

る
。

R
F

S
は

3
月

、

計
画

を
県

に
説

明
。

事
着

始
を

今
年

7
～

9
月

と
し

、

24
年

度
か

ら
の

3
年

間
で

、

使
用

済
み

核
燃

料
を

入
れ

る

の
薔

に
つ

い
て

、
宮

下
知

事

は
「

こ
れ

か
ら

出
て

く
る

さ
ま

ざ
ま

な
意

見
を

踏
ま

え
て

熟
考

し
た

い
」

と
述

べ
た

。

中
間

題
は

、
原

発
か

ら
出

た
使

用
済

み
核

燃
料

を
再

利
用

す
る

た
め

、
處

理
工

場
へ

運

び
出

す
ま

で
一

時
保

管
す

る
事

業
R

F
S

は
3

月
に

将
業

開

始
を

7
～

9
月

と
表

明
。

原
発

の
敷

地
外

で
貯

蔵
す

る
施

設
は

国
内

初
と

な
る

。

簪
期

間
は

最
長

50
年

と
さ

れ
る

が
、

貯
蔵

の
期

限
を

迎
え

た
時

点
で

核
燃

料
を

ど
こ

に
搬

出
す

る
か

、
具

体
的

に
は

明
示

さ
れ

て
い

な
い

”

宮
下

知
事

は
搬

出
に

つ
い

て
、

「過
去

の
例

に
照

ら
し

て

(国
な

ど
に

)
確

認
す

る
」

と

し
、

覚
書

の
締

結
や

関
係

閣
僚

姜
え

た
「核

燃
料

サ
イ

ク
ル

・
会

」
開

催
に

言
は

た
経

縛
が

あ
る

・
16

日
は

報
道

陣
に

「議
論

の
進

展
に

応
じ

て
考

え

た
い

」
と

し
た

。

(佐
々

糞
輔

、山
内

は
る

み
)

核
燃

料
搬

入
反

対
の

声
む

つ
で

集
会

 中
間

貯
蔵

「危
険

」
原

発
か

ら
出

る
使

用
済

み
核

燃
料

を
一

時
保

管
す

る
む

つ
市

の
中

間
貯

蔵
施

設
を

め
ぐ

り
、

燃
料

の
搬

入
に

反
対

す
る

集
会

が
19

日
、

同
市

内
で

あ
っ

た
。

県
内

外
か

ら
約

1
O

O
人

が
参

加
し

、
中

間
貯

蔵
や

原
発

再
稼

働
、

核
燃

料
サ

イ
ク

ル
へ

の
反

対
の

声
を

上
げ

た
。

50
年

後
の

県
外

搬
出

疑
問

視

デ
モ

行
進

す
る

集
会

の

参
加

者
た

ちH
む

つ
市

む
つ

市
関

根
に

あ
る

使
用

済
み

核
燃

料
の

中
間

貯
蔵

施

設
は

、
国

内
初

の
原

発
敷

地
外

に
建

設
さ

れ
た

専
用

貯
蔵

施
設

。
5

千
」

規
模

の

使
用

済
み

核
燃

料
を

、
M

長

で
50

年
問

保
管

す
る

予
定

だ
。

運
営

す
る

「リ
サ

イ
ク

ル
燃

料
貯

蔵
」

(R
F

S
)

が
県

や
市

に
示

し
た

貯
蔵

計

画
で

は
、

g
業

開
始

を
7

～
9

月
と

し
、

今
年

度
か

ら
の

3
年

間
で

使
用

済
み

核
燃

料

を
入

れ
る

専
用

の
容

Sts

(キ

ヤ
ス

ク
)

を
計

8
基

搬
入

す

る
。こ

の
日

の
集

会
で

は
、

参

加
者

が
使

用
済

み
核

燃
料

搬

入
へ

の
反

対
意

見
を

述
べ

た
。

「核
の

ゴ
ミ

か
ら

未
来

を
守

る
青

森
県

民
の

会
」

の

共
同

代
表

を
務

め
る

古
村

ー

雄
さ

ん
(79

)は
「中

間
貯

蔵

施
設

は
信

険
な

施
設

で
あ

る

こ
と

を
肝

に
銘

じ
な

け
れ

ほ

な
ら

な
い

」
と

強
調

。
使

用

済
み

核
燃

料
が

50
年

後
に

県

外
へ

搬
出

さ
れ

る
の

か
ほ

不

透
明

な
状

況
だ

と
し

て
、

「将
来

世
代

に
安

全
安

心
な

暮
ら

し
を

引
き

継
ぐ

た
め

、

最
大

限
の

努
力

を
し

な
い

と

い
け

な
い

」
と

語
気

を
強

め

た
。

集
会

に
は

施
設

に
搬

入

さ
れ

る
使

用
済

み
核

燃
料

が

保
管

さ
れ

て
い

る
、

東
京

電

力
柏

崎
刈

羽
原

発
(

新
潟

県
)

の
地

元
か

ら
も

参
加

が

あ
っ

た
。

集
会

終
了

後
は

、
参

加
者

が
横

断
幕

や
の

ぼ
り

旗
を

手

に
市

内
を

デ
モ

行
進

し
た

。

「
中

間
貯

蔵
、

絶
対

反
対

」

な
ど

と
声

を
上

げ
る

と
、

沿

道
か

ら
は

時
折

、
拍

手
や

声

援
も

送
ら

れ
た

。

(野
¦m

侑
介

、 露
無

都
)

中
間

貯
蔵

稼
働

阻
止

訴
え

市
民

団
体

、む
つ

で
反

対
集

会

使
用

済
み

核
燃

料
中

間
貯

蔵

施
設

の
稼

働
阻

止
を

訴
え

る

欝
者

H
s

m
、

む
つ

市

リ
サ

イ
ク

ル
^

&
®

 (R
F

S
)

が
7

～
9

月
の

B
®

開

始
を

oie
K

む
つ

市
臨

用

巡
り

、
墨

聽
に

昂
す

る

^
0

^
19

巨
同

市
で

開

か
電

青
K

C
外

か
ら

約

l
o

o
A

^
^

W
U

X 1®
¢

50
の

雷
先

が
決

ま

っ
て

い
な

い
中

で
の

止

を
叟

た
。

萎
富

用
済

み
搬

AS
1

H
8

S
が

書
。

中
嶋

寿
樹

実

長
は

「!+A
Jも

た
ち

が
安

全
に

賞
せ

た
め

に
、

皆

さ
ん

と
一

緖
に

W
®

し
、

阻
止

し
て

い
き

た
い

」
と

呼
び

か
け

た
。簿

済
み

•
黑

入
っ

た

金
属

驚
(キ

ャ
ス

ク
)

を
同

n
 

が
立

響
る

®
®

E
G

薯
晝

市

議
は

「地
7E

は
再

督
に

前
の

め
り

。
核

の
ゴ

ミ
を

机
耳

る
形

に
な

る
こ

と
を

お
わ

び

し
、

こ
れ

以
上

増
や

さ
な

い
た

め
に

廿
蘭

し
て

頑
い

」

と
話

し
た

。

萎
後

、
H

「搬
入

段
許

裏
」

「中
は

な
ど

と
シ

ュ
プ

レ

ヒ
コ

ー
ル

を
上

げ
、

冨
心

街

拿
モ

翼
k

。
(佐

負
)

む
つ

中
間

貯
蔵

安
全

協
定

7
月

に
6

市
で

説
明

会
む

つ
!£

€
晨

?&
周

&
¢¢

^
を

遅
導

る
リ

サ
イ

ク
^

§
S

_̂R
F

S
-

と
の

安
全

協
建

を
巡

り
、

有
資

の
最

ホ
ー 郞

知
事

は
禹

、
7

月
上

旬
か

ら
呉

内
6

市
で

58
113

K
S

W
E

ffi
す

る
繭

泉
に

k
置

¢
^

W
畏

見
7

BS
に

^
^

つ
い

点
JM

W
 

f嘉
星

ノ

終
了

後
に

知
事

最
終

判
断

7
月

に
県

一
を

曜
す

在
示

す
宮

下
宗

一
郎

知
事

"
肖

・菖
・い

R
F

S
^

3
P

^
盗

の
不

業
開

を
7

 9
月

と
公

表
し

て
い

た
,

日
初

の

碧
む

つ
Z

の
協

弟
朔

必
須

を
る

。

1
H

-S
C0

の
ほ

か
・△

戸
車

十
和

田
市

、

嘉
市

、
hS

S
T

五
^

¢

市
で

ふ
43

に
M

く
ふ

国

と
R

F
S

の
関

係
者

も
同

席

し
、

北
木

円
容

や
協

定
に

つ
い

て
蘭

す
る

。

常
筍

は
貝

串
で

8
8

0
今

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
発

奏
5

月
・&

^
ど

に
県

警

に
蘭

す
:

も
示

し
、

呆

明
会

の
聴

請
・

前

ら
か

に
し

な
盲

u
a

髯

U
S

の

む
つ

市
長

晦
常

畠
鼎

做
塞

に
向

卷
っ

て
き

た
π

下
Ju

申
峙

墨
Eま

で
の

手
硬

き
に

つ
い

て
妄

全
岳

す
べ

て
。

一
つ

ず
つ

最
り

を
進

め
て

い
く

こ
と

に
尽

き

る
」

と
1¢

べ
た

>

一n
S

KW
H

s
s

s
 SSB

の
5®

^
つ

い
て

は
「税

ま

喜
て

SK
W

&
」

A
¢

®
塁

取
と

げ
る

髪
里

じ
券

っ
た

。
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